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　　Hudsonは, 1841年８月４日アルゼンチンの首府ヴェノスアイレスに近いpampasC｢広い地域｣
　を意味する土民語)に生れた．父はイングランド系，母はアイルランド系アメリカ人で，北米から
　の移住者であった．血に関するかぎり, Hudsonは西洋人であり，イギリス人であった．しかし，
　そのＨｕdsｏｎがイギリス人からですら，“ａ foreigner…ａ visitor from another planet" (1)と呼
　ばれたのを考える時，彼がイギリスに帰化するまで，34年間生活した南米のpampasを改めて考
　えてみる必要がある．なぜなら, Hudsonがイギリスに渡る前に，特殊なpampasの自然環境は
　すでに特異なＨｕdsｏｎその人を形作っていたからである．故に，問題とするHudsonの特異性を
　考えるにあたって> pampasの風土とＨｕdSonという観点から考えていきたい．
　言うまでもなく, Hudsonについて考える時, pampasを忘れてならないことは自明である．
Biｒｄｓ　ofＬａ　Ｐ)ｌａ£ａのIntroductionの中にRichard Curie の次の言葉がみられる.
　　Althoughぺ/V.H.Hudson left Argentina　in his early thii‘ties and lived to be eighty-one
　without ever revisiting it･ his nostalgic memories of that land　remained　extraordinarily
　vivid. Actually, it was not until　he was well　advanced in　his seventies that　he wrote
　Ｆａｒ Ａｗａｙ
印姐Ｌｏｎｇ
Ａｇｏ・ in which･with inimitable felicity･he recaptured for us the
　days and experiences　of his childhood and youth. The wide p】ain　of the pampaS) over
　which he had wandered as　ａ boy　and　ａ　young　man, developed his　appreciation and
　knowledge of nature, and it was thus ａ]most　inevitable　that　when　he began　to write
　books　in England his thoughts should　have turned towards　the country of his birth to
　give us such enchanting works as ＴｌｉｅＮａtｕｒaliｓt　in　ＬａＰｌａtａ　ａ.nd ＩｄｌｅＤａ:ｙｓｉ７１Ｐａtａ-
　ｇｏｎｉａ(2)
Ruth Tomalin もその著平. H- Hudsonの中で次のように述べている.
　　Looking back･ he himself said once that his life ended when　he left the pampas) and
　in one sense this was true: England was to change him, as time passed･from the
　vigorous and high･spirited young horseman of the plains to ａ gentle bearded giant in ａ
　Norfolk jacket, his field-glasses slung across his shoulders> cycling quietly along the
　dusty lanes of the home counties. It was ａ change which he resented with all his being.
　Yet in　another sense he never　left the pampas. Even when　he wrote　of England, his
　mind was constantly retracing those wide plains and sifting the richness of his youthful
　life; and the boy who had lingered about the streets of Buenos Aires, the youth who had
　listened to talk beside estancia fires 01r under shady ombu trees, became now the shabby
　keen-eyed onlooker, himself of striking appearance, who watched the men and women of
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　the　London streets as　intently as　the magpies　in St. James's Park or the swans of
　Hackney ｍａｒshes(3).
　しかし･上記の文の中では. Hudsonとpampasとの関連性が述べられているだけで具体的な
分析はなされていない．
　さて，まず第一に. Hudsonの生れ育ったpampasの特殊な地理上の自然環境を具体的に考え
ることによって> Hudsoaの特異性，゛ａ foreigner" の要素を浮彫にしてゆきたい. Hudsonの
生れて育ったpampasの自然環境を彼の自叙伝Ｆａｒ ＡｘｏａｙａｎｄＬ０７１ｇＡｇｏの中でみてみよう．
　The pampas are, in most places, leve】as a bi】Hard-tab!ｅ;just where we lived, however,
the country happened　to be undulating, and our　house stood on　the summit　of one of
the highest elevations.　Before the house stretched ａ great grassy plain, level to the
horizon･ while at ↑he back it sloped abruptly down to ａ broad, deep stream, which
emptied itself in the river Plata, about six miles to the east"".
　上記の中で, pampasぱa great grassy plain, !evel to the horizon”と説明されているが，
それをＨｕdsｏｎ研究家である津田正夫氏の『アルゼンチンの思出』の中で更に具体的にみてみた
い．
　空の色，太陽の光線，日没時の空を焦がす七彩の色，月と無数に輝く天座の星～基等を除いて
パンパは色盲の人のみる世界のような青の草一色の変化でしかない．併しその緑の変化が又無限
で前景の濃緑色から, 4 , 50牛口先の地平線に接する辺りの薄緑まで幾種類かの緑が眼を楽しま
せる………その涯しのない大平原には曲線というものがない．鉄道も道路も鉄柵も総べて一直線
である．所々に人造林がみえる．ユウカリ樹，ポプラー，楊柳，プラタナス，アカシア，松柏な
どが植込れ，その側には僅かの人家があって部落を作っている．その他は行けども行けども涯し
ない大平原で，牛や馬が散ばって牧草をたべている(5)
　pampasとは, pamperoという突風が吹き荒れる,こともあるが，「無色無音」その面積は日本の
２倍もある一望千里の“ａ wide extent of unenclosed and until】edｅａrth（6J”という大平原のこ
とであり，そこには放牧を業とする少人数の人間が住んでいるのみである．
　そうしたpampasの風土が我々に与える第一のことは，“primitive”（7）な　"a solitary wild-
neSS（8）”である．人間による征服と文明による侵触を受けつけずに広がっている"great monoto-
nous plains”（9）の強大さである．それは人間によって，「土地のすみずみまで人工的に支配(10)」
されている温順なヨーロッパの風土とちがい，また人間と自然とが相調和して生きている多彩で，
変化に富む日本の風土，農耕に適する日本の風土とも異なる．つまり, pampasでは強大で，広大
な，原始の自然によって人間が支配されている，少なくとも人間による支配を受けつけなかったと
言うことは出来よう．
　一般的に言って，単調で温順な西洋の風土が，自我と外界との対立の強く感じられる西洋的自然
観を生みだし，多様性と活勁性に富み，複雑な地形を有する日本の風土が，日本的自然観を生みだ
したとするなら，西洋でも東洋でもなく特殊な地理上の自然環境に位置するpampasの風土が，西
洋的あるいはまた東洋的（少なくとも日本的）自然観と異なるところのある特殊な自然観を生みだ
してしかる^゛きである.“ａ foreigner”と呼ばれたHudsonの特異性は，東洋でも西洋でもない
上記の特殊なpampasの風土より由来するものであり，彼の自然観はパンパ的自然観と呼ばれて
しかるべきである. Hudsonはpampasの人間になりきっていたと言っても過言ではないからで
ある．
　W. H. Hudsonの自然観とPampasについて（桝田）
一一　　　一一･
　Person born and bred on the pampas
j
when　they　first visit
frequently experience ａ sensation as of ゛゛aball in the throatパ
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a　mountainous　district,
which seems　to prevent
　これまで述べてきたpampasという特殊な風土の中で培われたHudsonの自然観とは何かにつ
いて答える前に，人間が自然を支配するギリシアと人間が自然と調和して生きている日本は，それ
ぞれどういう異なった自然観を生みだしたのであろうか．まずそれから考えていきたい．和述哲郎
は，『風土』の中で次のように述べている，
　　ギリシア人が見ることにおいて感じたのに対して，日本人が感ずることにおいて見たという相
　違は見のがすわけには行かない(12)
　西洋的意識の伝統が，ギリシアを根源として今日に続いているのを考える時，ギリシア人という
言葉を西洋人と置きかえてもよいであろうが，一般的に西洋人の場合は見てから感ずる. to sｅｅが
to feel に先行するのである．すなわち，自然と人間との間に距離が存在する．故に，その立場か
らは，西洋的自然観の特色である自我と外界との顕著な対立が説明されるのである.
　一方，日本の場合は，その代表的詩歌たる短歌や俳句にみられるように，人間が自然と相調和し
ていて，見るより先に感じているto feel がto see に先行すると言えよう．
　さて，自然が人間を支配するpampasでは, to see とto feel の関係はどのように考えられ
るであろうか. Hudsonの言葉をみてみよう，Ｎαれぼｅ　in　Ｄｏｎ刀ilaｒidの中に次の言葉がみられ
る.
　　What we see we ｆｅｅ１（13）.
　Hudsonの場合には，「見るものを感ずる」, to see とto feel が同じ次元であると言えよう．
なぜなら, to feel が先行するには，多様性と活動性（それはまた無常性にも通ずるであろうが）
に富み，「人力をもって容易に支配することの出来ない山地に充たされた(14)J日本の風土とちか
って, pampasのそれが余りに“primitive”で，“great”で，多様性ならぬ“ｍｏｎｏtｏｎｏｕS”であ
り，人間と自然との織りなす有機的世界がダイナミックで雄大でありすぎたように思われる．ここ
には日本の「佗」や「寂」は存在しない．しかし，ひるがえって. to see が先行するには，温順
なヨーロッパの風土とちかって，「征服すべき対象」となることを許さなかった原始のまゝの大緑
野, pampasが余りにも強大で，余りに広大であったのである．だから人間によって支配されなか
ったのである．
　さて, Hudsonの立場からは具体的にどういうことが言えるのであろうか．忘れてならぬ重要な
ことは, to feel, 情緒が先行する世界では，少なくとも自然と人間との間に距離が存在しないとこ
ろでは，科学の発達が遅れたことである．少なくとも分析的になれなかったこどである．それは寺
田寅彦の次の言葉の中に実証されよう．
　　恐らく日本の自然は西洋流の分析的科学の生れるためにはあまりに多彩であまりに無常であっ
　たかもしれないのである(15)
　さて，上記の日本同様，“What we see we feel.”とするHudsonの立場も, to see がto feel
に先行する西洋とちがって，“to be one with ｎａtｕｒｅ（16）”たりたいという彼の言葉に連らなり，
分析的科学や教訓へと走らなかったと言える. Natiもｒｅ　in　T）ｏｗｎｌａｎｄの中でＨｕdsｏｎは次のよう
に述べている.
　　ｌ am　not　concerned with this aspect　of the　subject the framework or skeleton of
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　downland and the wonderful story of its creation; but only with its smooth surface from
　the aesthetic point　of view, and with　the living garment （jf　thedowns. its animal and
　vegetable formsi from the゛pointof the lover of nature and, in ａｎ!oderate degree, of the
　field naturalist'^'".
　上記の引用文が示すように> Hudsonにあっては自然に対する分析的科学者の態度へとは走って
いない．この問題に対して付加えておくが，勿論, Hudsonの血がイギリス人であるという事実と
その潜存性を否定することは出来ない．ハドスンの特異性はイギリスの血とパンパの風土との中か
ら生れてきたものかもしれないが, Hudsonの自然観の特異性について風土と人間より考える際
に，ここではそれ程とりたてゝ考察する余地を持だない故，この事実の提出より以上には述べな
い.　“Hudson has indeed the gifts and knowledge of ａ naturalist, but that is ａ mere
fraction of his value and interest.(18)”というGalsworthyの言葉は，これまで述べてきた事の
中から一応理解されよう．彼の博物学者としての“knowledge”の要素はイギリスの血からきてい
るのかもしれない．だが，彼の“value”はpampasの風土の中の“to be one with nature” か
ら生みだされたものであると考えたい．
　さて，知を中心とする博物学者としてのHudsonの否定は，どういうことにつながるのであろ
うか. Hudson批評家Hamiltonの言葉をみてみよう．
　　It is impossible　to regard him as　ａ naturalist, pure　and simple, ０r predominantly as
　an artist, ０ｒeven, in the complete　sense, ａ man of letters: he combines within himself
　elements of all these gifts(19).
　Ｈｕdsｏｎはto see の先行する博物学者でもなく，また. to feel の先行する文学者でもなかっ
た．ここで，私は博物学者と文学者という言葉を分析的，観察的要素と情緒的，総合的要素とに対
立，象徴させて用いてもいることを断る必要かおる. Hudsonは彼自身の言葉を用いるならば，
　“ａsort of ｎａtｕｒalist（2o’”であった.“I love open spaces best,…(21)”という戸外の博物学者
であった．すなわち，自然を観察する博物学者であると同時に，自然を感じることの出来る文学者
であったのだ.“ａ sort of naturalist” のＨｕdsｏｎにあっては. to see とto feel は同次元であ
り，それぱto view ｅｍｏtｉｏｎａＨｙ（22）”につながる．
　故に，博物学者にして文学者であったHudsonの自然に対する態度は，必然的に観察的なもの
と情緒的なものとの融合となって示めされるのである／博物学者としての知識と文学者としての情
緒の融合は・Ｆａｒ ＡｗａンａｎｄＬｏｎｇＡｇｏの下記の引用文に実証ぎれる.
　　Here l used to go　in quest of　the most　charming flowers　which were not　found　in
　other places; one, a special　favourite on account　of　its delicious　fragrance, being the
　small lily called by the nativｅｓｌａｅｒｉｍａｓｄｅｌａ・iｒｇ･en―Tears of the Virgin. Here at
　one　spot　the　ground　to the　extent　of　an acre or so　was　occupied by one plant of ａ
　peculiar appearance, to the complete exclusion of　the tall　grasses and herbage in
　other parts. It grew　in little tussocks　like bushes.　each plant composed of twenty or
　thirty stalks of ａ woody toughness and about two and ａ half feet high. The stems were
　thickly clothed with round leaves. soft as velvet to the touch and so dark ａ green that
　at a little distance they looked almost black against　the bright green　of the moist turf.
　Their beauty was in the blossoming season, when every stem produced its dozen or more
　flowers growing singly among the leaves. in size and shape like dog-roses, the peta】S of
　the purest, loveliest yellow. As the flowers grew close　to the stalk, to gather　them it
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　was necessary to cut the stalk at the root with allits leaves and flowers, and this I
　sometimes did to take it to my mother, who had a great love　of wild flowers. But no
　sooner would l ･start with a bunch of flowering stalks in my hand than the lovely delicate
　petals would begin　to drop off, and before　l was half-way home there would not be ａ
　petal left. This extreme frailtyor sensitiveness used to infect me with the notion that
　this flower　was something more　than ａ mere flower, something like　a sentient　being.
　and that it had a feeling in it which caused it to drop its shining petals and perish
　when removed from its parent root and ｈｏｍｅ(23).
　こゝでは，対象をつきはなして，科学的，分析的にみつめている立場というよりは，自己を対象
の中に投射して，情緒的にみつめているＨｕdsｏｎの自然への態度が理解される．博物学者にして
文学者のＨｕdsｏｎにあっては，知識が知識として記述されずに，知識が情緒によって大きくつゝ
まれていると言えよう. Hudsonの自然に対するto see とto feel ぱto view emotionally"
であり，それぱlove of life and liberty and of green mother earth'"'"となって花開くので
ある．
　最後に，“life"の尊厳に言及するHudsonの言葉を引用しておく．我々はこの文一つの中から
ですら, Hudsonその人を知ることが出来るからである.
　　Small as they (birds) are bodily,in some case no bigger than one of ａ man's ten toes,
　we know they are on the same tree of life as ourselves, grown from the same root, with
　the same warm red blood in their veins, and red blood is thicker than ｗａtｅｒ(25).
　さて，“to view emotionally” と述べたHudsonのemotion, feelingとpampasについて考
えてみたい. Hudsonをしでto view emotionally'≒“to be one with nature”と願わしめた
pampasの自然の美と魅力は，どういうものであったのだろうか．それは, pampasを舞台とす
る「静」と「勁」より生ずる美である．単調にして無色無音の「恐しく巨大な，石―つない大平
原‘26’」にあっては，そのpampasの「静」とそこで勁くものゝ「勁」が，大きな魅力となっ｀て
対照されるのである．故に，「緑しかない大草原に夢想だにも出来ないこの（フラミンゴ）原色の
美しさをみる時，余りに単調な眺めで疲れた眼も，夢から醒めた様な想いでその烏を凝める事を止
める事は出1来ない(2?)」のである．「静」なる空の崇高さと広大さが，そこに舞う「動」たる鳥によ
って，改めて認識されるという鋭い感覚がＨｕdsｏｎにはある(28)そうした感覚の鋭さはHudson
特有のものであるかもしれない．だが，それはまた, pampasの「静」と「勁」とが生みだす美を
考えてみるならば，充分に認識されるのである.　Ａｄｖｅｎtｕｒｅ ａｍｏｎｇＢ仔ゐの中に次の文章がみ
られる.
　　They (large species of birds) were a feature in the landscape which made it seem vaster
　and the clouds higher and the sky immeasurably further away. They were something
ｌmore: the sight of them and the sound of their shrill reiterated cries completed and
　intensified the effect of Nature's wildness and ｍａｊｅｓty（29）.
　この美は更に「勣」の美に連なり，「勁」の認識は更にpampasの自然の認識へと連なってゆ
く．「勣」の美と魅力とが, Hudsonに与えた結果の一つを次の文にみることが出来る.
　　］:was　amazed and enchanted at　the sight, and my delight was intensified when the
　leading bird stood still and, raising his head and long neck aloft, opened and shook his
　wings. For the wings　when open were of glorious crimson colour, and the bird was to
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　me the most angel-like creature ｏｎｅａrth（3o）･　，
　原始野を舞台として展開される我を忘れる雄大な，またデリヶ一卜な美の前では，外界と自己を
対立させるどころか, " projection of ourselves into nature'"'”であり，舞台が“primitive”
で，“great”で，“ｍｏｎｏtｏｎｏｕs”であるだけにそ.の「静」や，「勁」や，「美」はあるがまゝの原
始の自然の持つ神秘と驚異につながってゆくのである．つまり, Hudson自身の言葉を用いるなら
ば，“the supernatural in ｎａtｕｒｅ（32”’をみいだすのである．それは，自然を単なる生産原料を供
給する物質と考える近代機械文明とちがって，自然を神と同等に考える汎神論へとつながってゆく
のである. Hudson自身が言うように，彼の“animistic ｆｅｅｌｉｎｇ（33’”は，“rootof all nature-
worship, from fetishism to the highest pantheistic development‘3o”というのもうなずける
のである. Richard Curie によって次のように言われる所以である.
　　Indeed, those who read his books are aware how subtle were his perceptions and ｈｏｗ･
　even when his language is clearest. there is the suggestion of mystical background. It
　is that, in particular, which differentiates him from nearly all other nature writers and
　gives him ａ place, not alone with the great artists but with the great sｅｅｒs（35へ
　こゝで，こうしたＨｕdsｏｎについての論点をより明確に実証するために，イギリスの自然文学
者Gefferies (Hudsonは彼について時々言及している）とHudsonを比較して考えてみたい.
　Gefferiesぱan intelligence like our own but more powerful in all visible things（36”’と
いうHudsonとちかって， 　Ｔｈｅ ＳtｏｒｙｏｆＭｊｉＨｅａｒtの中で次のように述べている.
　(1) The law of nature are of no importance to it Csoul)"".
　(2) I conclude that no deity has anything to do with nature. There is no god in nature･
　　nor in any matter anywhere, either in the clods on the earth or in the composition of
　　the stars. For what we understand by the deity is the purest form of Idea, of Mind,
　　and no mind is exhibited in thesｅ（38）.
　ＩｄｌｅＤａ:ｙｓin　Ｐａtａｇｏｎｉａと　Ｆａｒ Ａｗａｙ ａｎｄＬｏｎｇ Ａｇｏの中にHudsonの次の言葉がみら
れる.
　(1) Nature could charm, she could enchant me, and her wordless messages to my soul
　　were to me sweeter than honey and ｈｏｎｅｙＣｏｍｂ（39い‥
　　　Nature has given to him (man), as to all　her creatures, only what　was　necessary
　　and nothing for ｏstｅｎtａtｉｏｎ（4o’.
　（2）･･■, and if we be of animistic mind we become when watching them uncomfortably
　　conscious of ａ spirit, an entity, in or behind nature that watches us and our watching
　　with an unfathomable look in its eyes and ａ challenging and mocking smile on its
　　lips（41）.
　申すまでもなく, Gefieriesにあっては，自然は人間にとっでabsolutely indiffeｒｅｎt（42）”，
　“ａｎti-ｏｒ-ｕltｒａ-hｕｍａｎ（43）”であり，自我と外界との顕著な対立を示すのである．つまり, to see
がto feel に先行しているのである．ところが，方, Hudsonにあっては，“happiness which
Nature gives to her all childｒｅｎ（“）”という自然は，対立するものであるどころがmother
earth”であり，その法則は人力をもって越えることの出来ない絶対の法則である．その中から生
れる喜びは，魂(soul)にとって生涯に渡る“ａ secret source of ｈａｐｐｉｎｅsｓ（45）”であり，“to be
one with nature” を願わしめるものである．つまり, to see とto feel が同次元である.“What
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we see we feel”.である．
　以上，これまで述べてきたＨｕdsｏｎの立場からは，自然と外界との対立が顕著で，哲学や教訓
に走りがちな西洋（イギリス）の自然観が次のように批評されるに至ったのは当然の事と考えられ
る. Hudsonの言葉をみてみよう．
　　…in English verse the tender feeling, even　if it could　be expressed　so delicate】ｙand
　beautifully, would not convey the same air of sｉｎｃｅritｙ(46).
　　…, even the best, such as those of Wordsworth, Hogg, Shelley, Meredith, and Swin-
　burne　himself, particularly　in his splendid ode　to the seamew, fail　to give me　entire
　satisfaction*''^'.
　　The animism which persists　in the adult　in these scientific times has been so much
　acted on and changed by dry light that　it is scarcely recognizable　in what is somewhat
　loosely or vague]ｙ called ａ　“feeling for nature”:　it has become interwined with the
　aesthetic feeling and may be traced in ａ good deal ０ｆour poetic　literature, particularly
　from the time of the first appearance of　Ｌｙｒｉｃａｌ　Ｂａｌｌａｄｓ，whichput an end to the
　eighteenth-century poetic convention　and made　the poet free　to ｅχpress what　he really
　felt. But the feeling･ whether expressed or not, was always theｒｅ(48'.
　こいこ於て, Hudsonの自然観がはっきりとprimitiveなpampasで培われたものであると言
うことが出来るのである．彼の言う“animistic feeling" の感じられるのは，イギリスの自然観を
代表する幾何学的庭園でなく(49，また，東洋日本のそれを代表する箱庭でもなく，自然のまゝの
広大で，原始的なpampasの大緑野であったという事は少なくとも確かに言えることである．
SYNOPSIS
　W.H.Hudson was born on August　4, 1841 in the　pampas; ten miles outside of Buenos
Aires in South America. David Dewar opined that Hudson was“ａ foreigner…ａ visitor from
another planet'≒　Even if Hudson's genius flowered in England through close contact with
English　literary tradition and landscape, we should keep in mind that his view of nature
had been cultivated in the pampas where　he lived until manhood. We can't think　of　his
view　of nature　without mentioning the　pampas　in South　America where he spent　until
he was 34 years 01d｡
　The pampas mean　“wild regions” in the native language! and are “β　wild extent of
unenclothed　and untilled earth” and “ａ great grassy　plain.”Primitive pampas　rejects　to
be　conquered by man and civilization. The pampas are different from Europe (containing
England) and Japan. Mild European climate leaves no　corner uncontrolled　by the art of
man; vari-coloured and diversified Japanese climate harmonizes with man. That is to say,
we can summarize: man harmonizes with nature in Japan; man dominates nature in Europe;
nature　dominates man in　the pampas. These differences are very important･ because each
different climate has produced each different view of nature｡
　According to Tetsurd watsuii; the author ｏ£ＡＣｌｉｍａtｅ－APhiloｓｏｐｈｉｃａｌＳ£'.udy;the Greeks
see and feel, while the Japanese feel and see. For the Occidentals, to see precedes to feel.
That is to say, there is a distance between man and nature. Therefore, we can understand
the　distinguished opposition of　self　to　the outside, ａ characteristic　of Occidental view
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of nature｡
　On the other hand, for Japanese to feel precedes tりsee. That is to say> a distance can't
be　between　man and nature, as Japanese poetry･ Tanka or Haiku･ shows us. Therefore,
we can understand the fact that Japan has lagged behind the west in science｡
　How can we say　the relation between　to see and　to feel　in the　pampas　where　nature
dominates ｍａｎ?Hudson says in Ｎａtｕｒｅin Ｄｏｗｎｌａｎふ　"What we see we feel.”For
Hudson　in　the　pampas, to　see　was　to feel. His above･quoted　sentence is related to his
wish“to be　one　with nature”and “to view emotoinally. " These words show　us　that
Hudson's standpoint did not turn to analystical science and moral) as proved ｉｎＮａtｕｒei,１
£）ｏtｕｎｌａｎｄ.Hewas neither ａ naturalist of knowledge, nor a literator of emotion only. He
himself　called him “ａ sort of naturalist.”He could feel nature as a literator, and at the
same　time, observe　it as ａ naturalist. Accordingly･his attitude toward nature is shown
into the union of observation and emotion: to see and to feel. He was watching his objects
scientifically, and at the same time, projected himself　into them and was watching them
more emotionally- The wide plains of the pampas caused him to be called “ａ foreigner” by
even one English ｍａｎ｡
　Next, let　me compare　Hudson　with　R.Tefferies. an　English 1iterator famous for　his
writings on nature.　It goes without saying　that for Tefferies.“Nature　is absolutely indi-
fferent to ｍａｎ”and “anti-or ultra-human”, which shows　the　distinguished opposition of
self to the outside. That is to say, to see precedes to feel｡
　On the other hand, for Hudson nature was “mother earth” to“give happiness to her a11
children. " The delight in nature was ａ “secret　source of happiness”:　to see was to feel.
Therefore, it is natural that he　should　criticize Occidental view　of nature, as　seen　in
Ａｄりｅｎtｕｒｅ　ａｍｏｎｇＢｉｒｄｓ　ａndFaΓAzvay at?Lo7rg Ago-　Because　it is inclined　to turn to
philosophy and moral｡
　It may be given as ａ conclusion that Hudson's particular view of nature was made in
the peculiar nature･enviroment of the pampas｡
　Finally, we can say at least definitely that Hudson couldn't feel his “animistic feeling” in
the geometric gardens to be representative of.English　view　of nature･or　the miniature
gardens to be representative of Japanese view of nature･ but in the great primitive pampas.
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nature.　He drew inspiration
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of pensiveness or melancholy.
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My reason for not going to the garden is, that our cultivated blooms are not only produced, and
in some degree monstrositiesi but they are seen in unnatural conditions) in crowds and masses,
the various kinds too neat together, and in most cases selected on account of their gorgeous colou-
ring. The effect produced, however delightfulit may be in some ways, is confusing to those simple
natural feeling which flowers in ａ state of nature cause in us.
(昭和43年９月19日受理)
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